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ク
ロ
ー
ン
羊
ド
リ
ー
の
誕
生

平
成
九
年
二
月
、
英
国
ロ
ス
リ
ン
研

究
所
の
グ
ル
ー
プ
が
、
ヒ
ツ
ジ
の
成
体

の
細
胞
（
乳
腺

に
ゅ
う
せ
ん
細
胞
）
の
核
を
除
核
卵

に
移
植
す
る
こ
と
に
よ
り
ク
ロ
ー
ン
羊

の
産
生
に
成
功
し
た
と
の
論
文
が
、
英

国
の
科
学
雑
誌
に
発
表
さ
れ
ま
し
た

﹇
図
１
参
照
﹈。

ド
リ
ー
と
名
づ
け
ら
れ
た
こ
の
ヒ
ツ

ジ
の
誕
生
は
、
哺
乳
ほ
に
ゅ
う

類
に
お
い
て
は
こ

れ
ま
で
不
可
能
と
思
わ
れ
て
い
た
体
細

胞
か
ら
の
ク
ロ
ー
ン
個
体
の
産
生
と
い

う
画
期
的
な
成
果
と
し
て
、
世
界
中
の

注
目
を
浴
び
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
ウ
シ
、
マ
ウ
ス
、
ブ
タ
な
ど
で

も
ク
ロ
ー
ン
個
体
が
産
生
さ
れ
て
お

り
、
我
が
国
に
お
い
て
も
既
に
百
九

十
六
頭
（
平
成
十
二
年
十
二
月
現
在
）

の
体
細
胞
ク
ロ
ー
ン
牛
が
誕
生
し
て

い
ま
す
。

こ
の
ド
リ
ー
を
産
み
出
し
た
技
術

（
体
細
胞
ク
ロ
ー
ン
技
術
）
は
、
動
物
に

適
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
優
良
な
肉
質

を
持
つ
肉
牛
や
、
医
薬
品
と
な
る
タ
ン

パ
ク
を
乳
汁
中
に
分
泌
す
る
動
物
を
効

率
よ
く
産
生
し
た
り
す
る
こ
と
を
飛
躍

的
に
容
易
に
す
る
な
ど
、
畜
産
分
野
や
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施策
の
紹介

科
学
技
術
会
議
生
命
倫
理
委
員
会
に
お
け
る

ク
ロ
ー
ン
技
術
に
関
す
る
検
討

昨
年
十
一
月
に
、
我
が
国
に
お
い
て
ク
ロ
ー
ン
人
間
の
産
生
を
禁
止
す
る
法
律
が
成
立
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
法
律
の
基
本
的
考
え
方
を
示
し
た
科
学
技
術
会
議
生
命
倫
理
委
員
会
に
お
け
る

ク
ロ
ー
ン
技
術
に
関
す
る
検
討
の
経
緯
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。
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医
療
分
野
に
お
け
る
革
新
的
な
技
術
と

な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
こ
の
ク
ロ
ー
ン
羊
の
誕
生
は
、

同
時
に
、こ
の
技
術
を
ヒ
ト
に
適
用
し
、

既
に
存
在
す
る
人
と
同
じ
遺
伝
子
構
造

を
有
す
る
「
ク
ロ
ー
ン
人
間
」
を
産
生

す
る
こ
と
が
現
実
味
を
帯
び
た
こ
と
を

意
味
し
、
そ
の
適
用
の
是
非
に
つ
い
て

大
き
な
倫
理
的
な
懸
念
を
呼
ぶ
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

政
府
の
対
応

ド
リ
ー
の
誕
生
を
受
け
、
平
成
九
年

三
月
、
内
閣
総
理
大
臣
の
諮
問
機
関
で

あ
る
科
学
技
術
会
議
の
政
策
委
員
会

が
、
ヒ
ト
の
ク
ロ
ー
ン
研
究
に
対
し
て

は
、
政
府
資
金
の
配
分
を
行
わ
な
い
旨

の
決
定
（
注
１
）
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
科
学
技
術
会
議
は
、
ラ
イ
フ

サ
イ
エ
ン
ス
に
関
す
る
研
究
開
発
基
本

計
画
（
平
成
九
年
八
月
）
の
審
議
に
お

い
て
ク
ロ
ー
ン
技
術
に
か
か
わ
る
問
題

を
取
り
上
げ
、
ク
ロ
ー
ン
技
術
を
用
い

た
動
物
の
ク
ロ
ー
ン
個
体
の
産
生
や
個

体
を
産
み
出
さ
な
い
人
の
細
胞
の
培
養

特集
クローン技術と生命倫理
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［図1］体細胞からのクローン個体の産生�

体細胞�
乳腺細胞、卵管細胞�
卵丘細胞等�

血清飢餓培養�

核の除去�

未受精卵�

�

体細胞の�
核移植�

仮親への移植�

電気的細胞融合�

核移植操作�

〔休眠状態にする〕�



等
に
つ
い
て
は
、
畜
産
、
科
学
研
究
、

希
少
種
の
保
護
、
医
薬
品
の
製
造
等
に

お
い
て
大
き
な
意
義
を
有
す
る
一
方

で
、
人
間
の
倫
理
の
問
題
等
に
直
接
触

れ
る
も
の
で
な
い
こ
と
か
ら
適
宜
推
進

す
る
こ
と
と
す
べ
き
と
し
ま
し
た
。

一
方
、
ク
ロ
ー
ン
技
術
を
用
い
た
人

の
個
体
の
産
生
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

我
が
国
を
含
む
多
く
の
国
に
お
い
て
社

会
的
に
容
認
さ
れ
て
い
な
い
と
考
え
ら

れ
、
さ
ら
に
は
、
人
為
的
な
手
段
に
よ

り
特
定
の
遺
伝
的
性
質
を
持
つ
人
個
体

を
選
択
的
に
産
み
出
し
、
人
間
と
し
て

の
人
格
を
つ
く
り
出
そ
う
と
す
る
点
等

で
人
間
の
尊
厳
に
か
か
わ
る
種
々
の
倫

理
的
問
題
を
内
包
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
こ
と
、
ま
た
、
産
生
さ
れ
る
生
物

個
体
に
か
か
わ
る
科
学
面
、
安
全
面
等

の
基
本
的
な
知
見
も
十
分
に
蓄
積
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
実
施
し

な
い
こ
と
と
す
べ
き
で
あ
る
と
し
、
政

府
資
金
の
配
分
を
差
し
控
え
る
等
の
現

行
の
決
定
を
当
面
継
続
す
る
と
と
も

に
、
法
的
規
制
の
必
要
性
等
具
体
的
方

策
に
つ
い
て
議
論
を
尽
く
し
て
い
く
べ

き
で
あ
る
と
さ
れ
ま
し
た
。

科
学
技
術
会
議

生
命
倫
理
委
員
会

こ
れ
を
受
け
て
、
同
年
九
月
、
科
学

技
術
会
議
に
生
命
倫
理
に
か
か
わ
る
課

題
を
幅
広
く
受
け
と
め
、
広
範
な
価
値

観
を
集
約
し
、
人
文
・
社
会
科
学
的
な

も
の
も
含
め
た
幅
広
い
観
点
か
ら
の
検

討
を
行
う
た
め
の
常
設
の
審
議
機
関
と

し
て
、
新
た
に
生
命
倫
理
委
員
会
が
設

置
さ
れ
、
我
が
国
の
ク
ロ
ー
ン
技
術
の

ヒ
ト
へ
の
適
用
の
是
非
に
つ
い
て
審
議

を
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

生
命
倫
理
委
員
会
は
、
平
成
十
年
一

月
に
ク
ロ
ー
ン
小
委
員
会
を
設
置
し

て
、
よ
り
専
門
的
な
観
点
か
ら
議
論
を

進
め
ま
し
た
。

ク
ロ
ー
ン
人
間
等
産
生
禁
止

の
理
由

生
命
倫
理
委
員
会
に
お
い
て
は
、
ク

ロ
ー
ン
人
間
を
産
み
出
す
こ
と
は
、
科

学
的
視
点
か
ら
は
、
次
の
よ
う
な
意
味

を
持
つ
も
の
と
分
析
し
ま
し
た
。

○
受
精
と
い
う
男
女
両
性
の
関
与
が
な

く
て
も
子
孫
を
産
み
出
せ
る
無
性
生

殖
の
途み
ち

を
開
く
も
の
で
あ
る
。

○
こ
の
場
合
、
配
偶
子
形
成
過
程
で
起

こ
る
染
色
体
組
換
え
や
受
精
の
過
程

で
起
こ
る
精
子
と
卵
子
の
遺
伝
子
の

混
合
が
起
こ
ら
ず
、
遺
伝
子
が
体
細

胞
の
提
供
者
と
同
一
と
な
る
。

○
そ
の
結
果
、
成
長
過
程
で
の
環
境
要

因
の
作
用
に
よ
る
違
い
は
生
じ
る
も

の
の
、
産
み
出
さ
れ
る
人
の
表
現
形

質
が
相
当
程
度
予
見
可
能
で
あ
る
。

○
さ
ら
に
、
あ
ら
か
じ
め
表
現
形
質
が

相
当
程
度
予
見
可
能
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
特
定
の
表
現
形
質
を
持
つ
人
を

意
図
的
に
複
数
産
み
出
す
こ
と
が
可

能
で
あ
る
。

そ
の
上
で
、
こ
の
よ
う
な
技
術
を
利

時の動き●2001.4

世
界
で
初
め
て
誕
生
し
た
体
細
胞
ク
ロ
ー
ン
羊
「
ド
リ
ー
」

▲
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規制の在り方�

規制の形態�

○クローン技術の人個体産生への適用�

○個体を産み出さない人クローン胚の研究�

○人と動物のキメラ個体やハイブリッド個体の産生についても、人クローン�
　個体の産生を超える問題を有する行為であり、全面的に禁止するべき�

○細胞培養技術の適用�
○クローン技術による動物個体の産生�

新たに、特段の規制を�
行う理由は見当たらない�

○規制は、国際的に協調したものとすることが必要�

○クローン技術については、情報公開を行いつつ進めることが重要�

［理由］●人間の尊厳の確保上問題�

●生まれてくる者の安全が確保できない�
◎科学的な意味�

◎人クローン個体の産生は禁止のための規制を実施することが妥当�
　規制の対象：人クローン胚（人の体細胞の核を人又は動物の除核卵に移植した胚）の�
　　　　　　　人又は動物の母体への胚移植を規制�

○受精という男女両性の関与なく子孫を産み出す無性生殖�
○遺伝子が体細胞の提供者と同一�
○産み出される人の表現形質が相当程度予見可能�
○特定の表現形質を持つ人を意図的に産み出すことが可能�

●人間の育種、人間の道具化・手段化�
●特定の人の遺伝子を複製された人を産み出すこと�
による個人の尊重の侵害�
●人間の尊厳の基礎をなす人間の命の創造にかかわる基本概念（両性の関与、�
  偶然性の介在）からの逸脱（無性生殖）�

●移植医療等に有用性が認められるが、人の生命の萌芽であるヒト胚の操作につながる�
  問題があるため、ヒト胚研究小委員会での検討が必要�

○人クローン個体の産生については法律で禁止�

○３～５年程度で技術の進展に伴って規制の見直しを行う�

●強制力を伴った形でアウトサイダーを含むすべての者に対し網羅的に�
  規制する必要�

○個体を産み出さない人クローン胚の研究についてはヒト胚�
　研究小委員会でさらに検討�

●医療等の向上に貢献する可能性から認められる余地あり�
●罰則を伴う法律による規制よりも柔軟な対応が望ましい�

クローン技術による人個体の産生等に関する基本的な考え方（概要）（平成11年11月）�

クローン小委員会�
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用
す
る
こ
と
は
、

①
人
間
の
育
種
や
手
段
化
・
道
具
化
に

途
を
開
く
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
生

ま
れ
て
き
た
子
ど
も
は
体
細
胞
の
提

供
者
と
は
別
人
格
を
有
す
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
常
に
提
供
者
と
の
関
係

が
意
識
さ
れ
る
と
い
う
人
権
の
侵
害

が
現
実
化
・
明
白
化
す
る
。
こ
の
た

め
、
個
人
の
尊
重
と
い
う
憲
法
上
の

理
念
に
著
し
く
反
す
る
こ
と
と
な
る

②
受
精
と
い
う
男
女
両
性
の
関
与
が
な

い
無
性
生
殖
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
人

間
の
命
の
創
造
に
関
す
る
我
々
の
基

本
認
識
か
ら
逸
脱
す
る
も
の
で
あ

り
、
家
族
秩
序
の
混
乱
等
の
社
会
的

弊
害
も
予
想
さ
れ
る

③
動
物
実
験
に
お
け
る
ク
ロ
ー
ン
個
体

産
生
の
成
功
率
は
低
く
、
出
産
後
ま

も
な
く
原
因
不
明
で
死
亡
す
る
例
も

あ
り
、
安
全
性
に
関
す
る
問
題
が
生

じ
る
可
能
性
を
否
定
で
き
な
い

と
い
う
理
由
か
ら
、
人
の
尊
厳
の
侵
害

等
の
重
大
な
問
題
を
生
じ
、
そ
の
弊
害

の
大
き
さ
か
ら
、
法
律
に
よ
り
罰
則
を

伴
う
禁
止
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
ク
ロ
ー
ン
技
術
に
関
す
る
議

論
と
併
せ
て
、
ヒ
ト
と
動
物
の
キ
メ
ラ

胚は
い

（
注
２
）
を
用
い
て
産
生
さ
れ
る
キ

メ
ラ
個
体
や
、
ヒ
ト
と
動
物
の
配
偶
子

を
交
雑
さ
せ
て
得
ら
れ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
胚
（
注
３
）
を
用
い
て
産
生
さ
れ
る

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
個
体
に
つ
い
て
も
議
論

さ
れ
、
こ
れ
ら
の
個
体
を
産
み
出
す
こ

と
は
、
ヒ
ト
と
い
う
種
の
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
を
曖
昧
あ
い
ま
い

に
す
る
こ
と
で
あ
り
、

ク
ロ
ー
ン
技
術
に
よ
る
人
個
体
の
産
生

を
上
回
る
弊
害
を
有
す
る
た
め
、
罰
則

を
伴
う
法
律
等
に
よ
り
そ
の
産
生
を
禁

止
す
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
る
べ
き
で

あ
る
と
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
結
論
を
、
平
成
十
一
年
十

一
月
、
ク
ロ
ー
ン
小
委
員
会
が
報
告
書

「
ク
ロ
ー
ン
技
術
に
よ
る
人
個
体
の
産

生
等
に
関
す
る
基
本
的
考
え
方
に
つ
い

て
」
と
し
て
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。
こ

れ
を
受
け
て
、
同
年
十
二
月
に
生
命
倫

理
委
員
会
が
「
ク
ロ
ー
ン
技
術
に
よ
る

人
個
体
の
産
生
等
に
つ
い
て
」
を
決
定

し
、
我
が
国
に
お
い
て
は
、
ク
ロ
ー
ン

人
間
の
産
生
を
罰
則
を
伴
う
法
律
に
よ

り
規
制
す
べ
き
と
の
方
向
性
が
示
さ
れ

ま
し
た
。

個
体
の
産
生
を

目
的
と
し
な
い
研
究

生
命
倫
理
委
員
会
の
小
委
員
会
に
お

い
て
は
、
さ
ら
に
、
個
体
の
産
生
を
目

的
と
し
な
い
人
ク
ロ
ー
ン
胚
等
を
扱
う

研
究
に
つ
い
て
検
討
し
、
拒
絶
反
応
の

な
い
移
植
医
療
の
基
礎
研
究
等
に
お
い

て
有
用
と
な
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
個
体
を
産
生
し
な
い

限
り
は
人
の
尊
厳
の
侵
害
や
安
全
性
の

面
で
の
重
大
な
弊
害
を
伴
う
も
の
で
な

い
一
方
で
、
当
該
研
究
は
、
一
歩
間
違

え
ば
ク
ロ
ー
ン
人
間
を
産
み
出
す
こ
と

に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
り
、ま
た
、人

の
生
命
の
萌
芽
ほ
う
が

で
あ
る
ヒ
ト
胚
の
操
作

に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

慎
重
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ

ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
生
命
倫
理
委
員
会

は
、
平
成
十
二
年
三
月
に
、
人
ク
ロ
ー

ン
胚
等
に
関
す
る
規
制
の
枠
組
み
に
つ

い
て
人
ク
ロ
ー
ン
個
体
等
の
産
生
を
禁

止
す
る
法
律
に
位
置
づ
け
て
早
急
に

整
備
す
る
こ
と
を
決
定
（
注
４
）
し
ま

し
た
。

（
注
１
）
科
学
技
術
会
議
政
策
委
員
会

「
ヒ
ト
の
ク
ロ
ー
ン
研
究
に
関
す
る

考
え
方
に
つ
い
て
」（
平
成
九
年
三
月

二
十
一
日
）

（
注
２
）
二
種
類
以
上
の
遺
伝
的
な
由

来
の
異
な
る
細
胞
の
結
合
に
よ
り
作

成
さ
れ
た
胚
。
体
の
中
で
異
な
る
遺

伝
形
質
を
持
つ
細
胞
が
混
在
し
た
キ

メ
ラ
個
体
の
産
生
が
産
み
出
さ
れ
る

可
能
性
が
あ
る
。

（
注
３
）
種
の
異
な
る
配
偶
子
由
来
の

遺
伝
子
が
一
つ
の
細
胞
内
で
混
在
し

て
い
る
胚
。
異
種
間
の
配
偶
子
の
受

精
な
ど
に
よ
り
作
成
可
能
。
遺
伝
子

レ
ベ
ル
で
交
雑
し
た
個
体
が
産
み
出

さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

（
注
４
）
科
学
技
術
会
議
生
命
倫
理
委

員
会
「
ヒ
ト
胚
性
幹
細
胞
を
中
心
と

し
た
ヒ
ト
胚
研
究
に
つ
い
て
」（
平

成
十
二
年
三
月
十
三
日
）（

文
部
科
学
省
）

時の動き●2001.4
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